八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用取扱要領

（趣旨）

第1条　この要領は、八尾市制施行70周年を契機に策定した「八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク」（以下「ロゴマーク」という。）について、市内外へ八尾市の持つ魅力を積極的に発信するシティプロモーションを推進するために使用する際に必要な事項を定めるものとする。
（ロゴマークに関する権利）

第２条　ロゴマークに関する一切の権利は、市に属する。

（デザイン）

第３条　ロゴマークのデザインは別に定めるとおりとする。

（使用者）
第４条　ロゴマークは営利目的・公益目的（非営利）に関わらず、本市の魅力向上や活性化に資する場合において使用することができる。
（使用許可申請）

第５条　ロゴマークを使用しようとする者（以下「申請者」という。）は、あらかじめ八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用申請書（様式第１号）を市長に提出し、その許可を受けなければならない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限りではない。
（１）市及び市職員が業務に関し使用するとき。

（２）市内の学校園等が教育の目的で使用するとき。

（３）報道機関が報道及び広報の目的で使用するとき。

（４）個人的に又は家庭内その他これに準ずる限られた範囲において使用するとき。

（５）八尾市制施行70周年記念後援事業承認申請において、ロゴマークの使用について申請し承認を受けているとき。

（６）その他市長が適当と認めたとき。

２　前項の申請に際しては、次に掲げる書類を可能な限り添付しなければならない。

（１）ロゴマークを使用する商品・印刷物等の見本やデザイン図面など、当該使用に係る物件（以下「使用物件」という。）についての、具体的な使用方法がイメージできる書類又は写真等
（使用許可基準）

第６条　市長は、前条の規定による申請書の提出があった場合は、その内容を審査し、適当と認めたときは、ロゴマークの使用を許可するものとする。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、その使用を許可しない。
（１）市またはロゴマークの信用やイメージを傷つけるおそれがあると認められるとき。
（２）法令、公序良俗に反する、又は反するおそれがあるとき。

（３）特定の政治、思想、宗教活動に使用し、又は使用するおそれがあるとき。

（４）特定の個人・団体・民族等への中傷や攻撃を助長する、第三者の利益を害する
　　　おそれがあるとき。
（５）市が特定の個人・企業・団体、あるいは商品・サービス・活動等を支援・推奨・

　　　公認しているような誤解を招くおそれがあるとき。
（６）特定の個人・団体のシンボルマーク、あるいは商標や意匠とするなど、独占的に

利用されるおそれがあるとき。
（７）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第２号に規定する暴力団の利益になると認められるとき。
（８）その他、市長がその使用について不適当と認めるとき。
（使用許可）
第７条　市長は、前条の基準によりロゴマークの使用を許可するときは八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用許可通知書（様式第２号）により、使用を許可しないときは八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用不許可通知書（様式第３号）により申請者に通知するものとする。

２　市長は、前項の規定によるロゴマークの使用の許可（以下「使用許可」という。）をする場合において、必要な条件を付すことができるものとする。

（使用料）
第８条　ロゴマークの使用料は無料とする。
（使用の条件）
第９条　使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、次の各号に掲げる事項を守らなければならない。

（１）使用許可を受けた内容においてのみ使用すること。
（２）別に定めるデザイン等の規格に沿って正しく使用すること。

（３）第７条第２項の規定により付された条件に従って使用すること。

（４）商標、意匠等の登録出願を行わないこと。
（完成品の提出）

第10条　使用者は当該決定に係る使用物件の完成品を、市長に提出しなければならない。
２　前項の場合において、完成品の提出が困難なものについては、その写真をもって完成品に代えることができる。
（使用許可の取り消し等）
第11条　市長は、ロゴマークの使用が次の各号いずれかに該当するときは、使用許可を取り消すとともに、八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用許可取り消し通知書（様式第４号）により使用者にその旨を通知するものとする。
（１）第６条又は第９条の規定に違反していると認められるとき。
（２）偽りその他不正な手段により使用許可を受けたと認められるとき。

（３）その他市長が不適当と認めたとき。

２　前項の規定により使用許可を取り消された者（以下「許可取消者」という。）は、当該使用対象物件をいかなる場合であっても使用してはならない。
３　市長は、許可取消者に対して使用対象物件の回収を求めることができる。

（責任の制限）

第12条　市は、前条第１項の規定による使用許可の取り消しにより使用者に生じた損害及び第三者に対して与えた損害若しくは損失について、その責を負わない。
２　市は、使用者がロゴマークの使用によって自らが受け、又は第三者に対して与えた損害若しくは損失について、損害賠償、損失補償、その他の法律上の責任を一切負わない。

（損害賠償）

第13条　第11条第１項各号いずれかに該当する行為をした者は、これにより市に生じさせた損害を賠償しなければならない。

（補則）

第14条　この要領に定めるもののほか、ロゴマークの使用に関し必要な事項は、市長が別に定める。

附則

　この要領は、平成30年２月23日から施行する。
附則

　この要領は、令和元年７月５日から施行する。
附則

　この要領は、令和３年３月29日から施行する。
（様式第１号）
　　年　　月　　日
八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用申請書　

（あて先）八尾市長
	申請者
	住所（所在地）
	　

	
	団体名
	　

	
	氏名ふりがな
	　

	
	代表者職・氏名
	　

	※法人の場合または本人が自署しない場合のみ、押印が必要です。

	
	生年月日
	年　　月　　日（性別）

	
	連絡先
	

	※個人の場合「団体名」、「代表者職」は記載不要です。


　下記の使用対象物件に対する八尾市シティプロモーション推進ロゴマークの使用の許可をお願いいたします。

記

	使用対象物件
	

	使用方法
	

	使用期間
	　年　月　日　～　年　月　日まで

	担当者連絡先
（所属・氏名・電話番号等）
	

	添付書類
　　　　□ 使用方法がイメージできる書類（レイアウト、スケッチ、原稿等）
　　　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）


以上

（様式第２号）
　　年　　月　　日

八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用許可通知書

　　　　　　　　　　　　様

八尾市長　　　　　　　　印
　　　年　　月　　日付けにて申請のありました下記事項につき、八尾市シティプロモーション推進ロゴマークの使用を許可します。

記

１　使用許可する事項

	使用対象物件
	

	使用団体（個人）
	

	使用期間
	　年　月　日　～　年　月　日まで


２　使用条件

	(1)　使用内容は、申請書記載の計画により実施するものとし、やむを得ずこれを変
更しようとする時は、あらかじめ市と協議を行うこと。

(2)　使用事業の状況について、八尾市職員が実地に調査することがある。

(3)　上記(1)及び(2)の条件に違反した場合及び許可することが不適当と認められる場合には、八尾市シティプロモーション推進ロゴマークの使用許可を取り消すことがある。

	(4)　その他必要な条件



（教示）
１　この処分について不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に八尾市に対して審査請求をすることができます。
２　この処分については、上記１の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、八尾市を被告として（訴訟において八尾市を代表する者は八尾市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記１の審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができます。
３　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した場合は、審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場合があります。
（様式第３号）

　　年　　月　　日
八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用不許可通知書　

　　　　　　　　　　　　様

八尾市長　　　　　　　　印
　年　月　日付けで申請がありました下記の使用対象物件に対する八尾市シティプロモーション推進ロゴマークの使用申請については審査の結果、使用不許可となりましたので通知致します。
記

	使用対象物件
	

	不許可理由
	□八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用取扱要領第　６条第1項第　号に該当　
□八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用取扱要領第　９条第1項第　号に該当

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


以上
（教示）
１　この処分について不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に八尾市に対して審査請求をすることができます。
２　この処分については、上記１の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、八尾市を被告として（訴訟において八尾市を代表する者は八尾市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記１の審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができます。
３　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した場合は、審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場合があります。
（様式第４号）

　　年　　月　　日
八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用許可取り消し通知書　

　　　　　　　　　　　　様

八尾市長　　　　　　　　印
　年　月　日付けで通知した当該使用対象物件に対する八尾市シティプロモーション推進ロゴマークの使用許可について、下記の事由により使用取り消しとしますので通知致します。
記

	使用取消対象物件
	

	取消理由
	□八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用取扱要領第　６条第1項第　号に該当　
□八尾市シティプロモーション推進ロゴマーク使用取扱要領第　９条第1項第　号に該当

□偽りその他不正な手段により使用許可を受けたと認められる為

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


以上
（教示）
１　この処分について不服がある場合は、この処分があったことを知った日の翌日から起算して３か月以内に八尾市に対して審査請求をすることができます。
２　この処分については、上記１の審査請求のほか、この処分があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に、八尾市を被告として（訴訟において八尾市を代表する者は八尾市長となります。）、処分の取消しの訴えを提起することができます。なお、上記１の審査請求をした場合には、処分の取消しの訴えは、その審査請求に対する裁決があったことを知った日の翌日から起算して６か月以内に提起することができます。
３　ただし、上記の期間が経過する前に、この処分（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した場合は、審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することができなくなります。なお、正当な理由があるときは、上記の期間やこの処分（審査請求をした場合には、その審査請求に対する裁決）があった日の翌日から起算して１年を経過した後であっても審査請求をすることや処分の取消しの訴えを提起することが認められる場合があります。
